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Table 1. Chemical composition of diets 
Moisture Crude Crude NFE protein fat 
% 
Concentrate 12.0 12.6 3.3 63.0 



















Table 2. Time spent in eating， ruminating and actual chewing and number of boli regurgitated in goats consumed 
diets of various hay ratio 
Hay level (%) 10 CV事 20 CV 30 cv 40 CV 60 CV 80 ℃戸J
Time spent eating (min) 11.4a 9.6 18.2ab 9.3 26.3abc 9.9 31.5bc 5.1 43.3c 15.5 92.0d 22.6 
(12) (20) (29) (34) (47) (100)** 
Time spent ruminating (min) 162a 39.6 223a 23.6 320b 18.4 376b 18.1 472c 15.7 590d 12.0 
(28) (38) (54) (64 ) (80) 
4(17020d ) 157 Actual chewing time (min) 104a 37.1 163a 17.1 239b 19.2 276b 20.3 359c 18.6 
(22) (35) (51) (582 ) b (76) (100) 
Number of boli regurgitated 152
a 31.3 207a 11.4 308b 9.3 35 7.5 460c 6.7 608d 5.2 
(25) (34 ) (51) (58) (76) (100) 
Bolus time (sec) 41.4 12.2 47.5 16.6 47.2 24.3 47.0 17.8 46.7 17.8 46.3 11.1 
(89) (103) (102) (102) (101b ) (100) Number of rumination period 13.9a 28.2 16.8ab 6.3 21.2b 14.5 22.6b 15.8 21.r 15.5 20.5b 10.4 
(68) (82) (103) (110) (104) (100) 
Number of boli opd er 
11.0a 8.9 12.5ab 17.1 15.1b 23.4 16.2b 20.3 22.4 c 21.3 30.3d 13.7 
rumination peri (36) (41) (50) (53) (74) (100) 
Actual chew(mmm gtime gp) er 
136a 43.8 104ab 25.0 100aoc 18.6 87bc 19.4 76c 22.1 7e 29.1 
hay intak in/l00 (179) (137) (132) (114 ) (100) (100) 
aムc，d: Values having different superscripts are significantly different (P < .05) 
* Coefficient of variation (%) 
** Fig川resin parentheses show % values as compared with 80% hay level. 
l 乾草採食時間:全期間を通して濃厚飼料は給飼 30分以内lζ採食した。 乾草採食時間は乾草80%期
平均 92.0分であったが， 60 %期 43.3分となり急激に減少し，その後 60%-10%期にかけて比較的
ゆるやかにかつ直線的l乙減少し 10 %期で11.4分であった。 80%期を 100とした場合， 60%期47%
で 53%の減少であったのに対し， ω%-105ぢ期では 35%の減少に過ぎなかった。 Fig.lli:示したよ
うに各期個体毎についてみると，特lζ2号山羊では 80%期約 120分の採食時聞を示し，他の山羊lζ比
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Fig. 2. Actual chewing time of individual 




から 162分へ，再岨しゃく時間も 472分から 104


















乾草給与割合が 80%から 10%1こ減少するにつれて，再阻しゃく時間の変化傾向は 2号山羊lζ典型的
lこ現われているように， 30 %期を境に 30%~ 10 %期で比較的急に減少する傾向を示した. ζれは全
頭平均値で示したTable2の数値からも明らかで， 80 %~30 %期では乾草給与割合が 10%低下すると











いは体重の異なる l号， 2号山羊と 3号 4号山羊
聞に差は認められなかった。
l吐出当りの再阻しゃく時聞は乾草80%~20 %1 







反努期回数の個体差は著しく 1号， 2号， 3号
山羊では乾草80%~30 %期lζ20~ 25回の間で若
干変動し， 20 %， 10 %期lこは大きく減少する傾向





がなかったが， 20 %期IC16.8回， 10 %期 13.9 
固と明らかに減少した。
1反事号期当りの吐出回数は乾草給与割合が 80% 




く時間は全頑平均値 (Table2)についてみると乾草 80%期， 60 %期ではともに 76分であったが，
4096~10%期では乾草給与割合が低下するにつれて増加しており， 10 %期では 136分であった。 ま
た， Fig.5 1こ示したように個体別にみると，乾草給与割合が60%から 30%になると乾草単位摂取量当
りの再岨しゃく時間は何れの山羊においても比較的ゆるやかに増加した。しかし乾草給与割合が2日%か
ら10%になると l号 3号， 4号山羊では著しく増加したのに対し， 2号山羊では逆lこ減少した。
以上のような傾向は乾市単位摂取量当りの採食時閉そ再但しゃく時間lこ加算しても同様であった。
勲谷口幸三・山谷洋二・大谷
Goat No. ・;1 
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Fig. 3. The number of boli reguritated for 
induvidua1 goats with varying hay 
ratio 






















Fig.4. Namber of rumination periods of 
individual goats given diets of 
various hay ratio 
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Fig. 5. Eating and actual chewing t血児 per100g of hay 




乾草給与割合が 10%~60%の範囲では，乾草 10%増加につき 5~8分乾草採食時間が長くなったのまた，
60 %~80 %では同様に4頑平均で24分長くなり，特lζ2号山羊で、は 36分もの採食時間の増加を観察した。
そのために乾草 80%給与で，採食速度の低下が認められた。 i司本10)は，緬羊lこ乾草を400gから 1500g 
まで増給すると， 800 gから 1000gへの段階で採食時聞が大幅に増加するととを見い出していおり， 本
















多くの報告10，11，山田〉と一致する傾向を示したのしかしとの変化傾向の中で，乾草20%~ 10 %において 1
号 3号， 4号山羊の単位摂取量当りの再岨しゃく時間が急増したのに反して， 2号山羊では減少した。










FREER et alの見解と一致する傾向であった。しかし， 60 %より少ない乾草を給与すると.その割合が
低くなるにつれて，単位摂取量当りの採食時間と再阻しゃく時間の合計値は増加し， FREER et al 円 の
見解と合致しなかった。これは粗飼料の給与量が比較的少い場合には単位摂取量当りの全岨しゃく時間l乙
影響する程，採食速度lζ差がないためと考えられる。












飼料給与の指標の lっとして，飼料中の粗繊維含量を 13%とし，とのためには給与飼料中 30%の粗飼料
を給与する乙とが提唱されている。また，比較的粗飼料給与量の少ない肥育牛においても粗繊維含量 6~







20 %， 30 %， 40 %， 60 %， 80 %とした給与割合の異なる 6種の飼料を給与し反事事時間，再岨しゃく
時間，吐出回数，反努期回数などを測定し検討した結果は次の通りである。
L 乾草割合が増加するにつれて反努時聞は 162分(乾草 10%給与) ~590 分(乾草 80%給与) (こ増加
した。同様に再岨しゃく時間は 104 分~472 分，吐出回数は 152 回~608 固に増加した。しかしそれらの
増加割合はいづれも 30%を境として異なる傾向が認められた。
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SUMMARY 
A detailed analysis was made of the rumination behavior of four goats on six different 
combinations of diets， containing 10%， 20%，30%，40%，60% and 80% of hay. 
1. By increase of the hay level from 10% to 80%， the time spent in ruminating increased 
also from 162 to 590 min， the actual chewing time from 104 to 472 min， and the 
number of boli regurgitated from 152 to 608. The rate of increase in these values was 
larger below 30% ofhay than that up from 30% to 80% hay. 
2. The number of the rumination periods was fairly constant in the diets containing 
from 30% to 80% hay， but they were much lesser in the case of 10% and 20% hay 
diets. 
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3. By decreasing the ratio of hay in diets from 80% to 30%， the actual chewing time per 
1 OOg hay intake gradually increased， and it remarkably increased in cases from 20% to 
10% ofhay. 
4. In receiving a diet of 10% hay， the figures showed a great variation among the animals 
for their various rumination behaviors. 
5. It was suggested that， for their nomal rumination activity， goats need more than 30% 
forage in their diet. 
(Received October 17， 1979) 
